
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： スマート材料アクチュエータを用いたシステムの制御性能向上に関する研究 

 

近年、アクチュエータの小型・軽量化や省エネルギー化が求められています。圧電アクチュエータや形状記憶合金アク

チュエータは「スマート材料アクチュエータ」であり、小型・軽量、省エネルギーなどのメリットが挙げられます。さらに、スマート

材料アクチュエータは、自動車、航空宇宙、医療福祉、ロボット、精密加工、ヘルスケアなどの幅広い分野において、不可

欠な構成要素となることが期待されています。 

しかし、多くのスマート材料にはヒステリシスに代表される非線形性が存在しており、これらはアクチュエータとして使用した

際の駆動性能の劣化や制御システムの不安定性を引き起こす要因となります。そこで、本研究では圧電アクチュエータや

形状記憶合金アクチュエータなど、スマート材料アクチュエータを用いる際、アクチュエータの非線形性補償による駆動性

能向上方法やシステムの制御性能向上方法に関する研究を行っています。 
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図 1. 圧電アクチュエータを用いた平板の振動制御例(1-2) 
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技術相談 

提供可能技術： 

スマート材料アクチュエータを用いたシステムの制御性能向上に関する研究の支援, 提案を行い

ます。 

 

 
図 2. 形状記憶合金アクチュエータを用いた柔軟ビームの振動

制御例(3-4) 


